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インターネットで
議会中継

▲天童四中では、今年度「闘魂ＭＡＸ !!
～歴史に刻め超・熱戦～」のスローガンの
もと体育祭を行いました。本気で走り、戦
い、応援し、最後は仲間と相手をたたえ合
い、四中が一つになりました。
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新議員22人を 紹介します
９月20日の天童市議会議員選挙で当選した22人の 議員です。
市民の皆さんと共に、明るく住みよい、生きがいの 持てるまちづくりのために頑張ります。

議席
番号 氏　　名 年齢

党派（当選回数）

職業

私の抱負

住所：
Tel：

1 熊澤　光吏 32歳
無所属（１回）
市議会議員

若さ溢れる情熱を
市政に。輝く天童
を目指し全力で取
り組みます。

住所：天童市小路二丁目3番16号
Tel：654－6622

2 笹原　隆義 34歳
無所属（１回）
市議会議員

未来に引き継ぐ責
任世代として、日々
の活動に邁進しま
す！

住所：天童市東長岡三丁目6番12号
Tel：655－4744

3 三宅　和広 54歳
無所属（１回）
市議会議員

天童をみんながい
きいきと暮らせる
まちにするために
頑張ります。

住所：天童市乱川二丁目2番31号
Tel：653－3573

4 遠藤　喜昭 58歳
無所属（１回）

農業
確かな未来が築け
るよう「ふるさと
創り」に全力で取
り組みます。

住所：天童市大字貫津63番地
Tel：653－7870

9 遠藤　敬知 61歳
無所属（２回）

農業
これからも市民目
線で初心忘れず、
次代に誇れる“ふ
るさと”の創造

住所：天童市大字高擶南49番地の1
Tel：655－3261

10 村山　俊雄 68歳
自由民主党（3回）

農業
愛するふるさと、
住みよいふるさと
づくりに邁進しま
す。

住所：天童市大字山口666番地
Tel：656－2374

11 狩野　佳和 50歳
民主党（3回）
市議会議員

子供達が活気、高
齢者が活動、青壮
年が活躍できる活
天童をつくります。

住所：天童市田鶴町四丁目14番17号
Tel：653－6843

12 松田　光也 63歳
自由民主党（3回）

市議会議員
安心・健康・にぎ
わいのあるまちづ
くりに、全力で頑
張ります。

住所：天童市大字高木929番地
Tel：654－5635

5 佐藤　俊弥 60歳
無所属（１回）

旅行業
市民の皆様に、快
適な暮らしを！実
現に向け精一杯頑
張ります。

住所：天童市大字長岡1番地
Tel：655－2514

6 渡辺　博司 63歳
無所属（１回）

自営業
市民のご意見を市
政に届けられるこ
とを第一に考え、
頑張ります。

住所：天童市大字高擶北2193番地
Tel：655－2737

7 武田　正二 57歳
無所属（２回）
市議会議員

災害に強く、人に
はやさしい、住ん
でよかった“天童
市”をめざします。

住所：天童市北久野本二丁目2番8号
Tel：653－6540

8 水戸　芳美 59歳
無所属（２回）
市議会議員

発想力と行動力で、
天 童 市 の 未 来 へ
もっともっと元気
を発信します。

住所：天童市大字山口2056番地
Tel：656－2496

紹 
介 

事 

項
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回　数 人数（うち女性）
１ 6　　
２ 3　　
3 3　　
４ 　3（１）
５ 3　　
6 3　　
７ －　　
８ 　１（１）

年　齢 人数（うち女性）
　～39 ２　　
40～49 １　　
50～59 　6（１)
60～69 　11（１)
70～　 ２　　
平　均 59.1歳

新議員22人を 紹介します
９月20日の天童市議会議員選挙で当選した22人の 議員です。
市民の皆さんと共に、明るく住みよい、生きがいの 持てるまちづくりのために頑張ります。

13 山口　桂子 53歳
無所属（4回）

薬剤師
市民の方が輝く確
かな未来の為に、
誠真誠意真心こめ
て活動します。

住所：天童市東芳賀一丁目12番34号
Tel：665－0793

14 赤塚幸一郎 69歳
無所属（4回）

農業
地域振興のため過
疎化防止対策及び
農業振興に取り組
みます。

住所：天童市大字貫津236番地
Tel：653－9389

15 結城　義巳 73歳
無所属（4回）
市議会議員

子供達に夢、若者
に職場、お年寄り
に安心、実現のた
め頑張ります。

住所：天童市大字貫津1165番地
Tel：654－3679

16 後藤　和信 66歳
公明党（5回）
市議会議員

「一人ひとりを大
切に」子育て支援
の充実と観光の振
興に努めます。

住所：天童市泉町二丁目11番32号
Tel：653－7750

19 伊藤　護國 72歳
自由民主党（6回）

市議会議員
地方創生一直線！！
子孫に誇れる都

マ

市
チ

づくり！！今こそ確
かな街づくり

住所：天童市大字道満256番地
Tel：654－6667

20 水戸　　保 64歳
無所属（6回）

農業
自然災害やあらゆ
る危機管理に強い
まちづくりに勇往
邁進します。

住所：天童市大字奈良沢乙13番地
Tel：653－7767

21 伊藤　和子 67歳
日本共産党（8回）

市議会議員
いつも市民の立場
に立ち判断し、福
祉の充実に力を尽
くします。

住所：天童市東本町二丁目4番11号
Tel：653－5196

17 山崎　　諭 66歳
無所属（5回）

農業
地域格差の無い、
より住み良いまち
づくりに頑張りま
す。

住所：天童市大字蔵増甲1067番地
Tel：653－8255

18 石垣　昭一 66歳
日本共産党（5回）

農業
命とくらし、農業
を守り安心して暮
らせるまちづくり
に力を尽くします。

住所：天童市大字寺津158番地
Tel：653－3715

22 鈴木　照一 47歳
無所属（6回）
市議会議員

「オモイ」を「カ
タチ」に。これか
らも粘り強く取り
組みます。

住所：天童市老野森二丁目7番11号
Tel：653－8168

当選回数年齢構成
新議員の年齢構成と当選回数
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初議会（第4回臨時会）
改選後、初の臨時会を開催

議　長　鈴木照一
副議長　後藤和信

 を選出

就任のあいさつ

▲副議長選挙の開票作業 　
１０
月
７
日
に
開
か
れ
た
改
選
後
の
初
議
会
に
お
い
て
、
投
票
に

よ
る
選
挙
に
よ
っ
て
、
議
長
、
副
議
長
を
選
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、

１０
月
１３
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
常
任
委
員
会
委
員
等
を
は
じ
め
、

議
会
選
出
監
査
委
員
や
各
種
審
議
会
委
員
等
の
選
任
を
行
い
、
新

し
い
議
会
の
構
成
が
決
定
し
ま
し
た
。

副
議
長

　
後
藤　
和
信

議
　
長

　
鈴
木　
照
一

■
議
長
選
挙
の
投
票
結
果

　
鈴
木
照
一　
　
　
12
票

　
結
城
義
巳　
　
　
５
票

　
伊
藤
和
子　
　
　
２
票

　
山
崎　
諭　
　
　
１
票

　
無
効
票　
　
　
２
票

■
副
議
長
選
挙
の
投
票
結
果

　
後
藤
和
信　
　
　
　
11
票

　
山
崎　
諭　
　
　
　
10
票

　
無
効
票　
　
　
　
１
票

　議長を補佐し、活発な議論
をとおして、開かれた議会を
目指して頑張ってまいります。

　監査機能と政策立案能力
向上に努め、市勢発展と市
民福祉の向上に邁進します。

常
　
任
　
委
　
員
　
会

総務教育常任委員会
７人

◎遠藤　敬知　○赤塚幸一郎
　伊藤　和子　　伊藤  護國　　後藤　和信
　遠藤　喜昭　　三宅  和広

環境福祉常任委員会
７人

◎水戸　芳美　○熊澤　光吏
　石垣　昭一　　山崎　　諭　　山口  桂子
　松田　光也　　佐藤　俊弥

経済建設常任委員会
７人

◎村山　俊雄　○笹原　隆義
　水戸　　保　　結城　義巳　　狩野　佳和
　武田　正二　　渡辺　博司

議 会 運 営 委 員 会
７人

◎水戸　　保　○村山　俊雄
　石垣　昭一　　松田　光也　　遠藤　敬知
　水戸　芳美　　佐藤　俊弥

広 報 委 員 会
７人

◎伊藤　和子　○狩野　佳和
　佐藤　俊弥　　遠藤　喜昭　　三宅　和広　　笹原　隆義　　熊澤　光吏

委 員 会 の 構 成 ◎印　委員長
○印　副委員長
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　政策を中心に同一の理念を共有する議員が集
まって作る団体を会派といいます。本市議会で
は、規定により、2人以上の議員で結成するこ
とになっています。会派の構成は、次のとおり
です。

※会派に属さない議員： 鈴木照一（議長）
※議長は、申し合わせにより、任期中に限り、
会派から離脱しています。

会 派 の 構 成

各 種 委 員 等 の 選 挙

議会選出の委員・組合議員

会　　　派 議　員　氏　名

清　新　会

伊　藤　護　國　　　村　山　俊　雄
水　戸　　　保　　　水　戸　芳　美
山　崎　　　諭　　　山　口　桂　子
遠　藤　敬　知　　　武　田　正　二
遠　藤　喜　昭　　　笹　原　隆　義
熊　澤　光　吏

政　和　会
松　田　光　也　　　後　藤　和　信
三　宅　和　広　　　渡　辺　博　司
結　城　義　巳　　　佐　藤　俊　弥

市民クラブ 赤　塚　幸一郎　　　狩　野　佳　和

日本共産党
天童市議団 伊　藤　和　子　　　石　垣　昭　一

委　員　等　の　名　称 人数 委　　　　　員　　　　　名

選 挙 管 理 委 員 会 委 員 4 秋葉　俊一　　　柴崎那保美　　　水戸部光昭　　　五十嵐雪子
（一日町）　　　　（久野本）　　　　（干　布）　　　　（蔵　増）

選 挙 管 理 委 員 会 補 充 員 4 伊藤　栄子　　　近野　和弘　　　森谷　智昭　　　奥山歌代子
（山　口）　　　　（干　布）　　　　（津　山）　　　　（成　生）

干布地区財産区管理委員 7 水戸　武雄　　　水戸　　保　　　水戸部光昭　　　奥山　嘉内
工藤　昭男　　　工藤　秀世　　　石山　光昭 

高擶地区財産区管理委員 7 土屋　健吾　　　淺井　健一　　　佐藤圭一郎　　　小山田忠雄
瀬野　弘一　　　長岡　　繁　　　高橋　俊昭 

大字高擶有財産区管理委員 7 押野　奎治　　　淺井　健一　　　岡崎　俊雄　　　齋藤　浩一
佐藤　繁雄　　　遠藤　宏一　　　遠藤　敬知 

大字荒谷有財産区管理委員 7 牧田　亮一　　　村形　仁秀　　　村形　啓行　　　藤山　英俊
佐藤　善治　　　武田　友弥　　　片菊　和夫

天 童 市 監 査 委 員 武田　正二

天童市農業委員会委員 遠藤　喜昭

東 根 市 外 二 市 一 町
共立衛生処理組合議会議員

水戸　芳美　　　渡辺　博司
笹原　隆義

山形県後期高齢者
医療広域連合議会議員 鈴木　照一

天 童 市 都 市 計 画
審 議 会 委 員

伊藤　護國　　　石垣　昭一
山口　桂子　　　狩野　佳和
遠藤　敬知　　　佐藤　俊弥

乱 川 河 川 改 修
促進期成同盟会委員

鈴木　照一　　　伊藤　護國
松田　光也　　　村山　俊雄
水戸　芳美　　　武田　正二 
三宅　和広

天童東根村山線整備
促進期成同盟会委員

鈴木　照一　　　村山　俊雄
伊藤　護國　　　水戸　芳美

田 井 橋 再 架
促進期成同盟会委員

鈴木　照一　　　村山　俊雄
山崎　　諭　　　松田　光也

天童市議会の構成

議会

常任委員会
総務教育常任委員会
環境福祉常任委員会
経済建設常任委員会

予算特別委員会
決算特別委員会
全 員 協 議 会
広 報 委 員 会
各派代表者会

総務部、会計課、消防本部、教育委員会等を所管・審査
健康福祉部、市民部、市民病院を所管・審査
経済部、建設部、上下水道事業所、農業委員会を所管・審査

予算についての審査
決算についての審査

各会派から選出された委員で構成し、会期の決定、議案の取り扱い、その
他議会運営に関すること等について協議する。

市議会だよりの発行、ホームページ等の議会の広報に関する必要事項を協議する。

議会内部の問題として意思疎通等を図る必要があると認めた場合、議長
が招集し、議員全員で協議する。

各会派の代表者で構成し、各会派間の意見の調整、連絡、協議等の必要
があると認められる場合、議長が招集する。

特別委員会

諸　会　議

議会運営委員会
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市 政 に 対 す る 一 般 質 問
　市政に対する一般質問は、８月21日・24日の２日間の日程で、８人の議員が行いました。
　住宅リフォーム制度をはじめ、障がい者福祉、天童高原等について、市長や教育長等
の見解を求めました。　※議員の原稿をそのまま掲載しています。

質
問
者
と
質
問
事
項
（
☆
印
は
会
派
名
）

石
垣
昭
一
議
員

＊
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
の
現

状
と
拡
充
に
つ
い
て

＊
米
価
下
落
に
係
る
農
家
支
援

に
つ
い
て

伊
藤
和
子
議
員

＊
介
護
保
険
制
度
改
正
に
よ
る

負
担
増
の
現
状
と
対
応
に
つ

い
て

＊
地
域
包
括
支
援
事
業
を
ど
う

進
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
か

武
田
正
二
議
員

＊
あ
た
た
か
な
障
が
い
者
福
祉

に
つ
い
て

＊
「
天
童
市
の
教
育
」
の
学
校

教
育
課
の
基
本
方
針
に
つ
い

て
水
戸
芳
美
議
員

＊
天
童
高
原
に
つ
い
て

鈴
木
照
一
議
員

＊
地
方
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い

て
＊
雇
用
対
策
と
中
小
企
業
支
援

に
つ
い
て

松
田
光
也
議
員

＊
田
井
橋
再
架
促
進
期
成
同
盟

会
に
つ
い
て

海
鋒
孝
志
議
員

＊
い
じ
め
再
発
防
止
の
取
組
み

に
つ
い
て

茂
木
孝
雄
議
員

＊
天
童
市
議
会
の
果
た
す
べ
き

役
割
と
そ
の
評
価
に
つ
い
て

＊
選
挙
管
理
委
員
会
の
役
割
に

つ
い
て

＊
地
方
公
営
企
業
・
第
３
セ
ク

タ
ー
の
経
営
改
善
に
つ
い
て

９ 月 定 例 会
　平成27年度第3回市議会定例会（９月定
例会）は、8月19日から９月4日までの17
日間の会期で開かれました。
　市長提出の人事議案１件については初日
の本会議で採決が行われました。そのほか、
平成26年度決算議案13件、平成27年度一般
会計補正予算をはじめとする予算議案8件
及び条例議案等5件については、決算特別
委員会、予算特別委員会及び所管常任委員
会に付託され、最終日の本会議に採決が行
われました。
　また、９月4日に予算議案１件及び委員
会提出議案２件が提出され採決が行われま
した。
（採決結果は11ページに掲載してあります。）

月　日 内　　　容

8.１9(水) 本会議（ 会期の決定、提案理由の説明、予
算特別委員会の設置など）

8.2１(金)
8.24(月) 本会議（市政に関する一般質問）

8.25(火) 総務教育常任委員会（付託案件の審査）
環境福祉常任委員会（付託案件の審査）

8.26(水) 経済建設常任委員会（付託案件の審査）
8.27(木)
8.28(金)
8.３１(月)

決算特別委員会（付託案件の審査）

9.1(火) 決算特別委員会（付託案件の討論、表決）

9.2(水) 予算特別委員会（�付託案件の審査、討論、
表決）

9.4(金) 本会議（委員長報告、質疑、討論、表決など）

審　議　日　程

★
市
民
ク
ラ
ブ

★
無
会
派

★
日
本
共
産
党
天
童
市
議
団

★
政
和
会

★
清
新
会
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住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
制
度
は
、

業
者
も
住
民
も

地
域
も
元
気
に

す
る
制
度
と
し
て
定
着
し
て
き
て

い
る
。
し
か
し
、
市
民
か
ら
使
い

勝
手
の
良
い
制
度
に
し
て
欲
し
い

と
の
声
が
あ
る
。
要
件
以
外
工
事

を
別
立
て
で
補
助
金
の
対
象
に
す

る
こ
と
。
ま
た
、
空
き
家
活
用
を

含
め
た
三
世
代
世
帯
、
移
住
世
帯
、

新
婚
世
帯
、
子
育
て
世
帯
に
つ
い

て
、
県
補
助
並
み
に
加
算
額
を
引

き
上
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
市
長

の
考
え
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
本
市
の
リ
フ
ォ
ー
ム

制
度
に
つ
い
て
は
、
県
補
助
に
市

の
制
度
を
上
乗
せ
し
た
制
度
で
、

空
き
家
を
活
用
す
る
方
、
あ
る
い

は
三
世
代
、
移
住
、
新
婚
、
子
育

て
の
各
世
帯
に
対
し
て
、
組
み
合

せ
に
応
じ
て
、
さ
ら
に
10
万
円
か

ら
20
万
円
を
割
り
増
し
す
る
制
度

に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
空
き
家

バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
物
件
に
つ

い
て
、
市
外
か
ら
移
住
す
る
場
合

は
、
補
助
限
度
額
が
最
高
80
万
円

と
な
る
天
童
市
移
住
推
進
等
空
き

家
利
活
用
支
援
事
業
費
補
助
金
制

度
も
設
け
て
い
る
。
来
年
度
以
降

の
補
助
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、

　
こ
の
８
月
か

ら
介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
の
利
用

料
が
２
割
負
担

に
な
っ
た
対
象
者
数
と
周
知
に
対

す
る
反
応
を
伺
い
た
い
。
ま
た
、

負
担
増
に
な
る
た
め
、
利
用
を
控

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
は
で
て

い
な
い
の
か
実
態
を
伺
い
た
い
。

　
併
せ
て
、
介
護
事
業
所
へ
の
影

響
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

山
本
市
長　
介
護
の
負
担
割
合
証

を
交
付
さ
れ
た
２
８
５
３
人
の
う

ち
、
２
割
負
担
に
な
っ
た
方
は
１

７
５
人
で
、
問
い
合
わ
せ
は
全
体

の
６
㌫
で
あ
り
、
所
得
判
定
額
の

確
認
が
主
だ
っ
た
。
事
業
所
等
か

ら
は
、
負
担
増
に
よ
り
利
用
を
控

え
た
い
と
の
相
談
は
な
い
と
聞
い

県
の
動
向
を
見
な
が
ら
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
県
は
２
０
１
４
年
産
米
価
下
落

に
対
し
、
生
産
意
欲
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
主
食
用
米
の

種
も
み
購
入
代
金
の
一
部
助
成
を

実
施
し
た
。
今
年
も
間
も
な
く
出

来
秋
を
迎
え
る
が
、
輸
入
米
の
増

加
圧
力
も
加
わ
り
、
一
層
の
下
落

は
避
け
ら
れ
そ
う
に
な
い
。
本
市

と
し
て
も
支
援
す
べ
き
と
思
う
が

市
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
米
の
生
産
コ
ス
ト
は
、

種
も
み
に
限
ら
ず
、
肥
料
代
、
農

薬
代
、
支
払
地
代
、
雇
用
労
賃
な

ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

収
入
減
少
に
つ
い
て
は
基
本
的
に

ナ
ラ
シ
対
策
で
対
応
す
べ
き
で
あ

り
、
市
が
独
自
に
種
も
み
購
入
に

助
成
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

今
後
も
、
ナ
ラ
シ
対
策
の
資
格
要

件
で
あ
る
認
定
農
業
者
の
普
及
拡

大
、
及
び
加
入
促
進
を
図
る
と
と

も
に
、
生
産
調
整
に
よ
る
需
給
バ

ラ
ン
ス
と
米
価
の
安
定
を
図
り
、

農
業
者
の
営
農
意
欲
の
維
持
向
上

と
所
得
の
安
定
化
を
図
っ
て
い
く
。

て
い
る
。

　
制
度
上
、
８
月
利
用
分
は
10
月

に
な
ら
な
い
と
利
用
実
態
は
分
か

ら
な
い
。
介
護
事
業
所
等
へ
の
影

響
は
シ
ス
テ
ム
変
更
の
た
め
の
負

担
増
が
あ
る
が
、
特
に
大
き
な
影

響
は
な
い
と
伺
っ
て
い
る
。

　
国
は
新
総
合
事
業
へ
の
転
換
で
、

費
用
の
効
率
化
、
介
護
給
付
費
の

抑
制
を
図
り
、
効
率
的
な
事
業
実

施
に
努
め
る
よ
う
市
町
村
に
求
め

て
い
る
。
天
童
市
と
し
て
地
域
支

援
事
業
を
ど
の
よ
う
に
進
め
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
地
域
住
民
の
協
力
を
得

る
た
め
の
方
策
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

山
本
市
長　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
地
域
住
民
が
主
体

と
な
っ
て
生
活
支
援
や
介
護
予
防

の
取
組
み
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
当
面
は
、
モ
デ
ル
地

区
を
設
け
、
協
議
体
を
つ
く
り
、

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
し
、
住
民
説
明
会
を
通
じ
て
、

住
民
主
体
サ
ー
ビ
ス
の
周
知
と
理

解
を
求
め
た
い
。

米
価
下
落
に
係
る

種
も
み
購
入
助
成
の
実
施
を

地
域
支
援
事
業
を

ど
う
進
め
る
の
か

リフォーム
助 成 制 度

介護保険
制度改正

市独自の制度拡充を

負担増による現状と対応は

▲介護予防教室

石　垣　昭　一　議員

伊　藤　和　子　議員
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現
在
、
特
別

支
援
学
校
な
ど

へ
の
通
学
児
童

の
保
護
者
負
担

軽
減
と
支
援
の
た
め
、
保
護
者
が

病
気
な
ど
に
よ
り
送
迎
で
き
な
い

場
合
に
、
福
祉
有
償
運
送
業
者
に

委
託
し
送
迎
を
行
っ
て
い
る
。

　
利
用
券
の
交
付
限
度
数
も
48
枚

と
な
っ
て
い
る
な
ど
、
支
援
内
容

が
使
い
勝
手
の
悪
い
も
の
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
、
支
援
内
容
の
充

実
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市

長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
現
在
、
70
名
の
児
童
、

生
徒
が
特
別
支
援
学
校
に
通
学
し

て
い
る
。
本
市
で
は
、
保
護
者
の

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
に
、
特
別

支
援
学
校
等
送
迎
支
援
事
業
を
実

施
し
て
お
り
、
平
成
27
年
度
の
申

請
者
数
は
10
人
と
な
っ
て
い
る
。

利
用
率
が
高
く
な
い
原
因
の
一
つ

と
し
て
、
利
用
要
件
が
限
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、

利
用
実
態
の
検
証
を
行
い
な
が
ら

要
件
緩
和
を
行
う
な
ど
、
有
効
利

用
の
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
保
護
者
負
担
の
一
層
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
他
市
の
事
例

な
ど
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
保
護

者
の
方
々
と
協
議
を
行
い
た
い
。

　
天
童
高
原
に

家
族
連
れ
や
子

ど
も
た
ち
が
、

憩
い
の
場
・
健

康
づ
く
り
の
場
・
教
育
の
場
と
し

て
も
っ
と
も
っ
と
足
を
運
ん
で
い

た
だ
く
た
め
に
、
自
然
の
傾
斜
を

利
用
し
た
滑
り
台
を
造
っ
て
は
ど

う
か
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
場
内
に

は
ナ
ラ
や
ク
リ
の
木
が
多
く
有
り
、

木
に
ロ
ー
プ
を
垂
ら
し
た
ブ
ラ
ン

コ
、
ロ
ー
プ
綱
渡
り
な
ど
も
出
来

る
と
思
う
。
そ
し
て
、
間
伐
材
を

使
っ
て
丸
太
渡
り
や
丸
太
登
り
等
、

自
然
に
マ
ッ
チ
し
た
様
々
な
遊
具

を
整
備
増
設
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
考
え
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
平
成
28
年
度
に
は
、

多
く
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
に
親
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
滑
り
台

等
の
遊
具
施
設
と
休
憩
施
設
等
の

整
備
を
計
画
し
て
い
る
。
な
お
、

樹
木
や
間
伐
材
等
を
活
用
し
た
遊

具
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
天
童
高

原
と
協
議
を
行
い
、
設
置
可
能
な

も
の
か
ら
進
め
て
い
く
。

　
雪
国
の
最
高
の
文
化
を
継
承
し

て
い
く
た
め
に
、
ス
キ
ー
教
室
は

　
学
校
教
育
課
の
基
本
方
針
の
中

に
、「
目
指
す
学
校
」と
し
て
、「
人・

物
・
文
化
・
自
然
と
触
れ
る
多
様

な
体
験
を
通
し
て
豊
か
な
心
を
育

む
学
校
」
と
あ
る
。
き
れ
い
な
川

を
つ
く
り
、
ふ
る
さ
と
の
自
然
保

全
と
環
境
浄
化
活
動
に
市
民
挙
げ

て
取
り
組
む
た
め
、
平
成
１9
年
か

ら
22
年
ま
で
、
市
内
１０
校
の
小
学

校
で
、
サ
ケ
の
稚
魚
放
流
を
し
た

経
緯
が
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
に
、

人
・
物
・
文
化
・
自
然
の
大
切
さ

を
教
え
る
た
め
に
、
全
小
学
校
で

サ
ケ
の
稚
魚
放
流
を
や
っ
て
は
ど

う
か
。

水
戸
部
教
育
長　
現
在
、
市
内
の

小
学
校
２
校
で
行
っ
て
い
る
サ
ケ

の
稚
魚
放
流
や
遡
上
観
察
は
、
地

域
づ
く
り
委
員
会
と
公
民
館
が
主

催
し
て
い
る
事
業
で
、
地
域
と
連

携
し
た
貴
重
な
体
験
学
習
の
一
つ

で
あ
る
。
今
後
も
、
地
域
の
人
・

物
・
事
を
学
校
教
育
へ
積
極
的
に

取
り
入
れ
、
児
童
、
生
徒
が
豊
か

な
心
と
社
会
性
を
身
に
つ
け
、
将

来
の
地
域
の
担
い
手
と
し
て
成
長

で
き
る
よ
う
に
、
地
域
と
の
連
携

を
一
層
支
援
し
て
い
く
。

重
要
で
あ
る
。
協
調
性
を
育
み
、

仲
間
意
識
を
向
上
さ
せ
、
い
じ
め

を
無
く
す
た
め
の
非
常
に
良
い
ツ

ー
ル
と
し
て
も
必
要
で
あ
る
。
ス

キ
ー
教
室
を
続
け
る
た
め
、
ま
た
、

保
護
者
の
経
費
軽
減
の
た
め
、
バ

ス
借
上
げ
料
を
補
助
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

水
戸
部
教
育
長　
全
小
学
校
全
学

年
に
地
域
学
習
バ
ス
代
と
い
う
も

の
が
予
算
化
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

を
ス
キ
ー
教
室
に
も
活
用
で
き
る

よ
う
に
進
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

天
童
高
原
の
利
活
用
と
し
て
、
地

域
学
習
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
、
学
年
行

事
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
か
し
方

を
推
奨
し
て
い
き
た
い
。

全
小
学
校
で

『
サ
ケ
の
稚
魚
放
流
』体
験
を

ス
キ
ー
教
室
の

バ
ス
借
上
げ
料
の
補
助

あたたかな
福　　　祉

遊具整備

特別支援学校等送迎支援事業の充実を

天童高原に子どもが遊べる遊具を

武　田　正　二　議員

水　戸　芳　美　議員

▲天童高原でのスキー教室
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天
童
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合

戦
略
に
お
け
る
、

総
合
戦
略
会
議
等
に
大
き
な
期
待

を
寄
せ
て
い
る
。
現
在
ま
で
の
進

捗
状
況
と
、
天
童
市
の
政
策
立
案

に
お
け
る
総
合
戦
略
会
議
等
の
今

後
の
位
置
付
け
は
。

山
本
市
長　
有
識
者
で
構
成
す
る

総
合
戦
略
会
議
等
を
予
定
ど
お
り

開
催
し
て
い
る
。
質
の
高
い
雇
用
、

移
住
・
定
住
人
口
の
増
加
、
出
生

率
の
向
上
、
子
ど
も
を
産
み
育
て

る
若
い
世
代
の
増
加
、
広
域
連
携

の
推
進
等
が
地
方
創
生
の
課
題
で
、

取
り
組
み
を
強
化
す
べ
き
と
の
共

通
認
識
に
立
っ
て
い
る
。
各
施
策

に
お
い
て
、
本
市
の
独
自
性
を
発

揮
す
る
こ
と
も
重
要
と
認
識
し
て

い
る
。

遠
藤
地
方
創
生
推
進
監　
来
年
度

　
こ
れ
ま
で
、

河
北
町
と
本
市

に
お
い
て
田
井

橋
再
架
促
進
期

成
同
盟
会
を
組
織
し
再
架
を
要
望

し
て
い
る
が
、
進
展
が
見
ら
れ
な

い
。
田
井
橋
の
再
架
を
願
っ
て
き

た
地
域
の
思
い
を
強
く
受
け
止
め
、

積
極
的
に
提
案
と
施
策
を
県
や
国

へ
要
望
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

市
長
は
、
田
井
橋
再
架
促
進
期
成

同
盟
会
の
活
動
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
平
成
３０
年
に
は
福
島
か

ら
東
北
中
央
自
動
車
道
が
開
通
し
、

本
市
と
関
東
・
関
西
な
ど
大
都
市

が
繋
が
る
交
通
網
が
整
備
さ
れ
れ

ば
、
企
業
誘
致
や
地
元
特
産
品
の

販
路
拡
大
に
大
き
な
成
果
が
得
ら

れ
る
。
さ
ら
に
、
福
島
か
ら
の
開

通
に
絡
め
た
東
西
線
に
あ
た
る
田

井
橋
再
架
は
、
今
後
の
本
市
に
経

済
効
果
を
生
み
出
す
重
要
な
事
業

と
考
え
る
が
、
市
長
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

山
本
市
長　
田
井
橋
は
、
村
山
地

域
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
き
た
。

交
通
・
文
化
・
経
済
の
発
展
に
重

要
な
意
義
の
あ
る
田
井
橋
再
架
に

つ
い
て
は
、
河
北
町
と
本
市
が
連

携
し
、
国
や
県
に
重
要
事
業
と
し

以
降
の
総
合
戦
略
会
議
は
、
検
証

機
関
と
位
置
付
け
、
総
合
戦
略
の

見
直
し
を
図
っ
て
い
く
。

　
天
童
市
中
小
企
業
振
興
条
例
に

基
づ
い
た
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

企
業
と
行
政
が
常
に
情
報
と
課
題

を
共
有
で
き
る
環
境
は
整
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
義
務
教
育
か
ら

地
域
と
地
元
企
業
の
魅
力
を
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
る
取
り
組
み
が
必

要
で
は
な
い
か
。

山
本
市
長　
中
小
企
業
の
振
興
を

図
る
こ
と
が
地
域
経
済
の
活
性
化

や
雇
用
に
繋
が
る
と
考
え
る
。
本

年
４
月
か
ら
小
規
模
事
業
者
経
営

改
善
資
金
融
資
制
度
を
利
用
し
た

利
子
補
給
等
を
開
始
し
た
。
雇
用

対
策
協
議
会
は
、
高
等
学
校
と
会

員
企
業
と
の
情
報
交
換
を
行
っ
て

い
る
。
現
在
進
め
て
い
る
総
合
戦

略
に
お
い
て
、
雇
用
対
策
及
び
中

小
企
業
支
援
は
重
要
課
題
と
認
識

し
て
い
る
。
地
域
人
材
育
成
を
図

る
う
え
で
、
早
い
段
階
か
ら
地
元

企
業
の
情
報
を
学
習
す
る
こ
と
は

意
義
の
あ
る
こ
と
と
考
え
る
。
今

後
、
関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら

対
応
し
た
い
。

て
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
進
ん
で
い
な
い
。
今
後

も
再
架
に
向
け
運
動
を
続
け
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　
福
島
か
ら
県
内
陸
部
を
縦
断
す

る
東
北
中
央
自
動
車
道
の
開
通
が

平
成
30
年
に
予
定
さ
れ
て
お
り
、

本
市
の
物
流
・
観
光
に
よ
る
経
済

発
展
に
大
き
な
好
機
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
本
市
の
経
済
発
展
や

交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
た
め
に

も
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
促

進
や
高
速
道
路
の
ア
ク
セ
ス
な
ど

の
向
上
が
重
要
な
課
題
と
考
え
、

引
き
続
き
県
に
田
井
橋
再
架
に
つ

い
て
要
望
を
し
て
い
く
。

中
小
企
業
振
興
条
例
と

地
域
人
材
育
成

地方創生

交通網整備

総合戦略会議を常設化すべきでは

田井橋再架の早期実現を

鈴　木　照　一　議員

松　田　光　也　議員

▲総合戦略会議より

▲田井橋が架けられていた最上川
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死
亡
事
案
発

生
後
、
約
１
年

後
に
第
三
者
調

査
委
員
会
が
発

足
し
、
こ
れ
ま
で
１０
回
の
会
議
が

開
か
れ
た
。
間
も
な
く
報
告
書
が

ま
と
め
ら
れ
、
提
出
さ
れ
る
よ
う

だ
が
、
１
年
半
以
上
経
過
し
て
お

り
、
事
案
の
風
化
が
懸
念
さ
れ
る
。

調
査
が
遅
く
な
っ
た
こ
と
で
、
当

時
の
関
係
者
に
対
す
る
調
査
な
ど

に
影
響
は
な
か
っ
た
の
か
。
ま
た
、

現
在
の
市
内
学
校
の
い
じ
め
認
知

件
数
は
ど
う
い
う
状
況
か
。

水
戸
部
教
育
長　
調
査
委
員
会
の

調
査
は
ほ
ぼ
終
了
し
て
お
り
、
９

月
末
に
出
す
報
告
書
を
ま
と
め
て

い
る
段
階
と
聞
い
て
い
る
。
調
査

は
独
立
し
て
お
り
、
関
知
で
き
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
い
じ
め
の
認
知
件
数
は
、
平
成

25
年
度
比
で
は
約
４
倍
に
増
加
し
、

小
学
校
が
約
３
０
０
件
、
中
学
校

が
約
１
０
０
件
の
報
告
が
あ
っ
た
。

軽
微
な
事
案
も
積
極
的
に
認
知
し
、

対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
学
校
の

取
り
組
み
姿
勢
の
表
れ
と
考
え
る
。

報
告
数
に
学
校
差
が
あ
る
が
、
見

過
ご
し
な
ど
を
危
惧
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
、
児
童
、
生
徒
が
置
か

れ
て
い
る
状
況
を
正
確
に
把
握
し

　
地
域
の
各
種

会
合
に
、
議
員

名
が
堂
々
と
書

か
れ
た
お
酒
が

寄
贈
さ
れ
て
い
た
り
、
候
補
者
に

対
し
て
、
地
縁
的
任
意
団
体
で
あ

る
自
治
会
等
の
推
薦
が
あ
た
り
前

の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

問
題
で
は
な
い
か
。国
会
で
了
解・

推
奨
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
市
民

が
市
議
の
活
動
成
果
を
評
価
で
き

る
よ
う
、
公
約
等
を
掲
載
し
た
選

挙
公
報
を
、
改
選
時
ま
で
選
挙
管

理
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
は
ど
う
か
。

秋
葉
選
管
委
員
長　
お
酒
の
寄
贈

等
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
候
補
者

だ
け
で
な
く
市
民
に
も
公
職
選
挙

法
違
反
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て

も
ら
う
必
要
が
あ
り
「
贈
ら
な
い
、

求
め
な
い
、
受
け
取
ら
な
い
」
を

周
知
さ
せ
て
い
く
。
自
治
会
等
に

よ
る
候
補
者
の
推
薦
は
、
地
域
の

方
々
の
自
由
意
思
を
踏
ま
え
た
自

治
会
等
の
正
当
な
手
続
き
で
な
さ

れ
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
が
、

問
題
が
あ
れ
ば
指
導
を
し
て
い
く
。

公
約
等
の
掲
載
に
つ
い
て
は
既
に

他
市
で
も
実
施
例
は
あ
る
が
、
本

市
は
選
挙
公
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
な
い
。
立
候
補
者

て
、
い
じ
め
の
解
消
を
図
る
よ
う

に
指
導
し
て
い
る
。

　
不
登
校
や
い
じ
め
な
ど
の
な
い

健
全
な
学
級
運
営
を
目
的
に
し
た

Ｑ

－

Ｕ
テ
ス
ト
を
昨
年
度
か
ら
市

内
全
小
中
学
校
で
実
施
し
て
い
る

が
、
取
り
組
み
の
状
況
を
伺
い
た

い
。
実
施
の
成
果
や
問
題
点
と
、

今
後
の
課
題
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
か
。

水
戸
部
教
育
長　
Ｑ

－

Ｕ
テ
ス
ト

の
結
果
を
受
け
、
担
任
が
、
面
談

な
ど
を
通
し
た
手
当
て
を
し
た
結

果
、
支
援
が
必
要
な
児
童
の
減
少

な
ど
、
全
体
の
62
％
の
学
級
で
よ

い
結
果
が
出
て
い
る
。
学
級
集
団

分
析
や
危
険
信
号
を
発
し
て
い
る

児
童
、
生
徒
に
対
す
る
タ
イ
ム
リ

ー
な
対
応
が
可
能
に
な
っ
た
と
報

告
さ
れ
て
い
る
。
半
面
、
テ
ス
ト

の
受
け
止
め
方
や
活
用
の
仕
方
な

ど
に
担
任
に
よ
る
違
い
が
あ
る
の

が
課
題
で
あ
る
。
研
修
会
な
ど
を

通
じ
て
疑
問
や
悩
み
を
解
消
し
、

有
効
な
活
用
を
図
っ
て
い
く
。
ま

た
、
考
案
者
の
河
村
茂
雄
早
稲
田

大
学
教
授
を
迎
え
た
講
演
会
を
11

月
に
予
定
し
て
い
る
。

予
定
者
説
明
会
も
終
わ
っ
て
お
り
、

今
回
の
改
選
議
員
に
対
す
る
実
施

は
難
し
い
が
、
そ
の
後
は
国
の
指

導
に
沿
っ
て
進
め
る
。

　
全
国
的
に
、
市
長
執
行
部
の
追

認
機
関
に
堕
し
て
い
る
市
議
会
の

不
要
論
が
聞
か
れ
る
が
、
年
間
約

３
億
円
の
税
金
を
費
や
す
天
童
市

議
会
の
費
用
対
効
果
を
ど
う
評
価

す
る
か
。

　
ま
た
、
市
職
員
の
対
応
が
、
市

議
に
対
す
る
時
と
、
一
般
市
民
や

自
治
会
役
員
の
要
望
に
対
応
す
る

時
と
大
き
く
違
う
と
い
う
声
が
あ

る
。
市
長
の
改
善
指
導
を
願
う
。

山
本
市
長　
二
元
代
表
制
の
双
方

と
し
て
市
長
あ
る
い
は
市
議
は
互

い
に
切
磋
琢
磨
し
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。

　

市
職
員
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

そ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
れ

ば
、
非
常
に
懸
念
さ
れ
る
こ
と
な

の
で
指
導
し
て
い
く
。

市
議
会
・
市
職
員
の

在
り
方
に
つ
い
て

「
Ｑ

－

Ｕ
テ
ス
ト
」
の

取
組
状
況
に
つ
い
て

い じ め
再発防止

選　　挙

いじめ認知件数と調査委員会の状況は

明るい公正な選挙の推進を

海　鋒　孝　志　議員

茂　木　孝　雄　議員

▲�明るい選挙のイメー
ジキャラクター

　「選挙のめいすいくん」
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　平成27年度第３回市議会定例会に提出された議案とその結果は次のとおりです。

提出された議案と結果

議案番号 件　　　　　名 結　果

認第1号 平成26年度天童市一般会計決算 認　定
（賛成多数）

認第2号 平成26年度天童市国民健康保険特別
会計決算

認　定
（全会一致）

認第3号 平成26年度天童市用地買収特別会計
決算

認　定
（全会一致）

認第4号 平成26年度天童市財産区特別会計決
算

認　定
（全会一致）

認第5号 平成26年度天童市鍬ノ町土地区画整
理事業特別会計決算

認　定
（全会一致）

認第6号 平成26年度天童市介護保険特別会計
決算

認　定
（全会一致）

認第7号 平成26年度天童市市民墓地特別会計
決算

認　定
（全会一致）

認第8号 平成26年度天童市後期高齢者医療特
別会計決算

認　定
（全会一致）

認第9号 平成26年度天童市工業団地整備事業
特別会計決算

認　定
（全会一致）

認第10号 平成26年度天童市民病院事業会計決
算

認　定
（全会一致）

認第11号 平成26年度東南村山地区視聴覚教育
協議会決算の認定について

認　定
（全会一致）

議第12号 平成26年度天童市水道事業会計利益
の処分及び決算の認定について

原案可決
及び認定

（全会一致）

議第13号
平成26年度天童市公共下水道事業会
計利益及び資本剰余金の処分並びに
決算の認定について

原案可決
及び認定

（全会一致）

議第14号 平成27年度天童市一般会計補正予算
（第3号）

原案可決
（全会一致）

議第15号 平成27年度天童市国民健康保険特別
会計補正予算（第1号）

原案可決
（全会一致）

議案番号 件　　　　　名 結　果

議第16号 平成27年度天童市用地買収特別会計
補正予算（第1号）

原案可決
（全会一致）

議第17号 平成27年度天童市財産区特別会計補
正予算（第1号）

原案可決
（全会一致）

議第18号 平成27年度天童市介護保険特別会計
補正予算（第1号）

原案可決
（全会一致）

議第19号 平成27年度天童市市民墓地特別会計
補正予算（第1号）

原案可決
（全会一致）

議第20号 平成27年度天童市後期高齢者医療特
別会計補正予算（第1号）

原案可決
（全会一致）

議第21号 平成27年度天童市工業団地整備事業
特別会計補正予算（第1号）

原案可決
（全会一致）

議第22号 天童市個人情報保護条例の一部改正
について

原案可決
（全会一致）

議第23号 天童市住民基本台帳カードの利用に
関する条例の廃止について

原案可決
（全会一致）

議第24号 天童市手数料条例の一部改正につい
て

原案可決
（全会一致）

議第25号
天童市日新製薬教育振興基金の設
置、管理及び処分に関する条例の設
定について

原案可決
（全会一致）

議第26号 市道の認定及び廃止について 原案可決
（全会一致）

議第27号 天童市教育委員会委員の任命につい
て

同　意
（全会一致）

議第28号 平成27年度天童市一般会計補正予算
（第4号）

原案可決
（全会一致）

議案番号 件　　　　　名 結　果
委員会提出
議案第2号

年金積立金の安全かつ確実な運用に
関する意見書の提出について

原案可決
（全会一致）

委員会提出
議案第3号

天童市議会会議規則の一部改正につ
いて

原案可決
（全会一致）

第3回定例会（8月19日～９月4日）〈市長提出議案〉

〈委員会提出議案〉

議席番号
氏　名
会　派

議　　　　案

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22
武
田
正
二

水
戸
芳
美

遠
藤
敬
知

茂
木
孝
雄

村
山
俊
雄

狩
野
佳
和

松
田
光
也

矢
萩
武
昭

山
口
桂
子

海
鋒
孝
志

木
村
竹
虎

赤
塚
幸
一
郎

結
城
義
巳

後
藤
和
信

山
崎　
諭

石
垣
昭
一

鈴
木
照
一

伊
藤
護
國

水
戸　
保

淺
井
健
一

伊
藤
和
子

小
松
善
雄

清清清無清市政清清市政市政政清共清清清政共無
認第1号 平成26年度天童市一般会計決算 ○○○○○×○○○×○○○○○×○○○○×議

議案等に対する議員の賛否一覧表（賛否が分かれたもの、これ以外は全会一致）

※　○＝賛成、×＝反対、議＝議長（議長は採決に加わらない。）
※　会派：清＝清新会、政＝政和会、市＝市民クラブ、共＝日本共産党天童市議団、無＝会派に属さない議員

　現教育委員会委員の本田孝之氏（長岡北）が、平成27年9月30日をもって任期満了になることに伴い、再び
同氏を任命することに同意しました。

教育委員会委員の任命に同意
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て
い
ま
す
。
年
金
は
老
後
の
生
活

保
障
の
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
政
府
は
、成
長
戦
略
で
あ
る「
日

本
再
興
戦
略
（
平
成
25
年
６
月
14

日
閣
議
決
定
）」
な
ど
に
お
い
て
、

年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政

法
人
（
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
）
に
対
し
、
株

式
等
の
リ
ス
ク
性
資
産
割
合
を
高

め
る
方
向
で
の
年
金
積
立
金
の
運

用
の
見
直
し
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
国
民
の
財
産
で
あ
る
年
金
積
立

金
を
毀
損
し
か
ね
な
い
事
態
が
予

測
さ
れ
、
国
民
の
年
金
制
度
に
対

す
る
信
頼
を
損
な
う
こ
と
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

　
年
金
制
度
は
高
齢
社
会
の
社
会

保
障
制
度
の
要
で
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
事
態
は
絶
対
に
避
け
る
べ
き

で
す
。

　
本
議
会
は
政
府
に
対
し
、
年
金

積
立
金
は
、
専
ら
被
保
険
者
の
利

益
の
た
め
に
、
長
期
的
な
観
点
か

ら
安
全
か
つ
確
実
な
運
用
を
堅
持

す
る
こ
と
、
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
に
お
い
て

は
、
年
金
制
度
の
趣
旨
を
堅
持
で

き
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を
構
築
す

る
こ
と
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

提
出
先
＝
内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣

　
　
　
　
衆
議
院
議
長

　
　
　
　
参
議
院
議
長

　
予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利
用

者
は
、
市
営
バ
ス
運
行
時
と
比
べ

37
・
７
％
の
利
用
で
一
人
あ
た
り

の
経
費
は
１
０
０
０
円
が
２
６
５

０
円
に
な
っ
て
い
る
。
委
託
料
の

考
え
方
を
見
直
し
、
利
用
者
の
意

見
を
反
映
し
た
抜
本
的
な
改
善
を
。

　
新
駅
整
備
の
市
民
へ
の
説
明
が

不
十
分
で
あ
り
、
進
め
方
に
問
題

あ
り
と
指
摘
し
て
き
た
。
駅
前
広

場
整
備
に
関
し
て
も
同
じ
だ
。
未

だ
市
民
の
不
満
の
声
が
聞
か
れ
る
。

　

芳
賀
調
整
池
整
備
の
進
め
方
、

費
用
負
担
に
も
異
議
が
あ
り
反
対

す
る
。

　
９
月
４
日
に
環
境
福
祉
常
任
委

員
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
提

出
議
案
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
、
意
見
書
を
直
ち
に
関
係
機

関
に
送
付
し
ま
し
た
。

▼
年
金
積
立
金
の
安
全
か
つ
確
実

な
運
用
に
関
す
る
意
見
書
（
要
約
）

　
公
的
年
金
は
高
齢
者
世
帯
収
入

の
７
割
を
占
め
、
６
割
の
高
齢
者

世
帯
が
年
金
収
入
だ
け
で
生
活
し

▼
認
第
１
号

平
成
26
年
度
天
童
市
一
般
会
計
決
算

　
芳
賀
地
区
の
雨
水
対
策
は
、
計

画
ど
お
り
組
合
が
施
工
す
べ
き
で

あ
る
。
組
合
の
按
分
約
３
億
６
１

０
０
万
円
の
入
金
は
平
成
28
年
３

月
の
予
定
だ
が
前
後
が
逆
で
あ
る
。

組
合
の
事
業
を
看
過
し
、
市
で
施

工
す
る
の
は
議
会
軽
視
と
考
え
る
。

　
天
童
南
駅
は
３
月
14
日
に
開
業

し
た
が
、
駅
前
広
場
の
約
４
０
０

０
平
方
㍍
は
未
完
成
の
状
態
で
あ

る
。
既
存
家
屋
の
移
転
が
決
ま
れ

ば
本
工
事
の
よ
う
だ
が
、
仮
の
工

事
が
無
駄
で
あ
る
。
移
転
交
渉
が

ま
と
ま
っ
て
か
ら
駅
を
造
る
べ
き

で
あ
り
、
設
置
は
性
急
過
ぎ
た
。

住
民
へ
の
説
明
も
理
解
も
不
十
分

で
あ
り
、
設
置
あ
り
き
で
進
め
た

新
駅
事
業
は
、
認
め
ら
れ
な
い
。

討
　
論

　

９
月
４
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
決
算
議
案
１
件
に
つ
い
て
討

論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
認

定
と
な
り
ま
し
た
。

〈
反
対
〉
狩
野
　
佳
和
議
員

〈
反
対
〉
石
垣
　
昭
一
議
員

意
見
書
の
提
出

議会のうごき
■8月
　2日　全国将棋サミット2015
　3日　山形県後期高齢者医療広域連合議会
　7日　議会運営委員会、山形県市議会議長会議員研修会
　8日　天童夏まつり「花笠パレード」参加
　11日　山口・田麦野モンテ応援隊発会式
　12日　東根市外二市一町共立衛生処理組合議会運営委員会
　15日　大相撲夏巡業「天童王将場所」
　17日　最上川上流村山地区改修期成同盟会総会
　19日～9月4日　第3回市議会定例会
　19日　広報委員会
　20日　 東根市外二市一町共立衛生処理組合議会全員協議会・臨時議会
　24日　市長要請総務教育常任委員会（山形定住自立圏共生ビ

ジョン連携事業実施状況について外）
　25日　 市長要請環境福祉常任委員会（落雷被害に伴う天童市

民保養施設「天童最上川温泉ゆぴあ」機器修繕工事に
ついて）、市民文化会館耐震改修工事に係る現場視察

　26日　市長要請経済建設常任委員会（市道清池南小畑線の事
業計画について）

■9月
　1日　各派代表者会議
　3日　議会運営委員会
　4日　市長要請各派代表者会、広報委員会
　11日　天童市交通安全推進協議会委員会
　20日　天童市議会議員選挙
　28日　当選証書付与式、初当選議員説明会
■１０月
　1日　市制施行57周年記念式典、初会合及び全員協議会
　4日　天童市総合防災訓練
　6日　正副議長選挙に係る所信表明会、全員協議会
　7日～13日　第4回天童市議会臨時会
　7日　正副議長選挙、市長要請全員協議会（天童市立中学校

に通う生徒の死亡事案に関する調査委員会がまとめた
報告書の概要について）

　8日～9日　東北市議会議長会　事務局長会議
　13日　各常任委員会、議会運営委員会、広報委員会
　16日　広報委員会
　22日　初当選議員研修会
　　26日　平成27年度県・市町村行政懇談会
　29日　北名古屋市議会福祉教育常任委員会行政視察
　30日　市長要請全員協議会（天童市まち・ひと・しごと創生

総合戦略（骨子案）及び将来推計人口について）

請願・陳情の結果　今定例会で審査された請願・陳情は6
月定例会で継続審査となった1件で、所
管常任委員会で審査した後、本会議で採
決が行われました。結果は次のようにな
りました。

件　　　　名 提　出　者 付託委員会 結　果
「年金積立金の安全かつ確実な
運用に関する請願」について

連合山形地域協議会
議長　渡辺　祐二

環境
福祉

採　　択
（全会一致）
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予算特別委員会
平成27年度一般会計補正予算

１2億52１2万6０００円を
増額補正

　
８
月
１9
日
の
本
会
議
に
一
般
会
計
を
含
む
計
８
会
計
の
補
正
予
算
が

上
程
さ
れ
、
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
審
査
さ
れ
た
後
、
本
会
議

に
お
い
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
９
月
４
日
の
本
会
議
に
一
般
会
計
２
６
０
０
万
円
を
追
加
す

る
補
正
予
算
が
上
程
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

委
員　
ふ
る
さ
と
納
税
大
感
謝
祭

と
は
。

地
方
創
生
推
進
監　
９
月
26
、
27

日
東
京
で
、
天
童
市
の
Ｐ
Ｒ
と
、

特
産
品
の
試
食
、
販
売
を
行
う
。

32
自
治
体
が
参
加
予
定
。
果
物
や

天
童
牛
の
試
食
な
ど
を
行
う
。

委
員　
尾
花
沢
市
で
は
、
寄
附
の

使
途
を
、
寄
附
を
い
た
だ
い
た
方

に
伝
え
て
い
る
。

地
方
創
生
推
進
監　
本
市
に
お
い

て
も
、
寄
附
金
の
使
途
を
、
市
報

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
し
て

お
知
ら
せ
し
て
い
く
。

委
員　
基
金
元
金
積
立
金
２
０
０

０
万
円
の
活
用
内
容
は
。

教
育
次
長　
活
力
あ
る
学
校
づ
く

り
推
進
事
業
と
し
て
、
各
学
校
か

ら
提
出
さ
れ
る
特
色
あ
る
教
育
実

践
事
業
の
費
用
に
充
て
る
。

　
ま
た
、
マ
ー
ル
ボ
ロ
ウ
青
少
年

大
使
派
遣
渡
航
費
用
の
全
額
補
助

や
、
宮
城
浩
蔵
賞
受
賞
者
等
の
児

童
、
生
徒
へ
の
記
念
品
に
充
て
る

も
の
で
あ
る
。

委
員　
交
付
金
２
１
５
２
万
８
０

０
０
円
の
内
容
は
。

市
民
課
長　
10
月
５
日
以
降
に
郵

送
さ
れ
る
通
知
カ
ー
ド
の
印
刷
・

郵
送
費
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
製

造
・
郵
送
費
用
で
あ
る
。

委
員　
私
立
保
育
所
に
要
す
る
経

費
９
９
２
万
６
０
０
０
円
の
内
容

は
。

子
育
て
支
援
課
長　
私
立
保
育
所

の
保
育
の
質
の
向
上
の
た
め
、
職

員
の
処
遇
改
善
加
算
等
が
保
育
委

託
料
に
加
わ
る
た
め
、
単
価
が
改

定
さ
れ
た
も
の
。

委
員　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
要

す
る
経
費
６
１
７
９
万
円
の
内
容

は
。

子
育
て
支
援
課
長　
放
課
後
子
ど

も
プ
ラ
ン
推
進
事
業
費
補
助
金

（
一
ク
ラ
ブ
上
限
１
５
６
万
円
）

を
廃
止
し
、
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
メ
ニ
ュ
ー
に
放
課
後
児

童
支
援
員
等
処
遇
改
善
等
事
業

（
一
ク
ラ
ブ
上
限
２
８
３
万
１
０

０
０
円
）
を
追
加
し
た
も
の
。

委
員　
台
湾
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
商
談

会
等
開
催
事
業
費
補
助
金
5０
万
円

の
内
容
は
。

商
工
観
光
課
長　
天
童
温
泉
協
同

組
合
へ
の
補
助
金
。
平
成
28
年
の

台
湾
で
の
旧
正
月
の
誘
客
を
目
指

す
。
そ
の
た
め
の
商
談
会
費
、
旅

費
、
お
土
産
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

の
経
費
で
あ
る
。

委
員　
中
央
制
御
盤
の
修
繕
と
の

こ
と
だ
が
、
２
６
０
０
万
円
と
高

額
の
理
由
と
工
事
予
定
は
。

市
民
部
長　
中
央
制
御
盤
は
平
成

９
年
、
ゆ
ぴ
あ
開
設
時
に
導
入
し

た
も
の
で
、
平
成
30
年
度
に
更
新

す
る
計
画
だ
っ
た
。
落
雷
被
害
に

よ
る
リ
ス
ク
を
減
ら
す
サ
ー
バ
ー

方
式
で
修
繕
工
事
を
し
た
い
。

　
制
御
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
構

築
に
約
３
カ
月
、
接
続
調
整
に
約

１
カ
月
要
す
る
た
め
、
完
成
は
来

年
１
月
下
旬
の
予
定
。

ふ
る
さ
と
納
税

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

子
育
て
支
援
に
要
す
る
経
費

台
湾
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

市
民
保
養
施
設「
ゆ
ぴ
あ
」の

落
雷
被
害
修
繕
工
事
費

日
新
製
薬

教
育
振
興
基
金
積
立
金

◆主な内容　　　　　 （単位：千円）

財政調整基金元金積立金 571,565

ふるさと納税の推進に要する経費 573,307

防災対策に要する経費 795

戸籍住民基本台帳事務に要する経費 22,710

私立保育所に要する経費 9,926

放課後児童クラブに要する経費 61,790

日新製薬教育振興基金元金積立金 20,000

小学校施設整備工事費 5,930

市民保養施設「ゆぴあ」整備工事費 26,000

一般会計補正予算（第３号
及び第4号）のあらまし

補 正 額　 １2億52１2万6０００円
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く
市
民
の
方
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
出

前
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
、
大
変
好

評
だ
っ
た
。
市
外
か
ら
も
依
頼
が

あ
る
が
、
市
の
公
費
で
実
施
し
て

い
る
こ
と
な
の
で
、
市
外
の
方
に

は
、
来
館
し
て
の
コ
ン
サ
ー
ト
開

催
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　
貸
し
出
し
に
つ
い
て
は
、
内
規

を
決
め
て
お
り
、
今
年
４
月
か
ら

基
準
を
緩
め
、
広
く
貸
し
出
し
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
複
数
枚

あ
る
レ
コ
ー
ド
を
貸
し
出
し
し
て

お
り
、
機
材
の
貸
し
出
し
は
し
て

い
な
い
。

70
歳
代
が
約
29
㌫
。
医
師
会
の
協

力
で
、
病
院
や
医
院
に
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
置
か
せ
て
も
ら
っ
た
。

利
用
拡
大
の
た
め
、
無
料
乗
車

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
予
定
し
て
い
る
。

委
員　
出
前
レ
コ
ー
ド
サ
ロ
ン
や

レ
コ
ー
ド
の
貸
し
出
し
の
規
定
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
長　
昨
年
秋
か

ら
市
民
文
化
会
館
の
耐
震
工
事
で

レ
コ
ー
ド
サ
ロ
ン
の
開
館
時
間
を

縮
小
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
間
広

１
２
７
人
、
中
級
45
人
、
上
級
13

人
が
養
成
研
修
会
を
受
講
し
、
修

了
資
格
を
取
得
し
て
い
る
。
す
こ

や
か
ス
ク
ー
ル
指
導
員
は
、
教
員

免
許
取
得
者
で
さ
ら
に
各
種
個
別

検
査
の
実
施
資
格
取
得
者
で
あ
る

こ
と
が
必
須
条
件
で
あ
る
。
加
え

て
、
各
種
心
理
士
な
ど
の
資
格
を

取
得
し
て
い
る
、
ま
た
は
、
心
理

学
を
大
学
で
１
年
以
上
履
修
し
た

人
を
嘱
託
職
員
と
し
て
採
用
し
て

い
る
。
ま
た
、
大
学
教
授
を
中
心

と
す
る
専
門
家
チ
ー
ム
に
よ
る
各

学
校
へ
の
巡
回
相
談
を
実
施
し
、

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
に
対
す
る
よ

り
適
切
な
指
導
や
支
援
の
あ
り
方

を
学
校
と
共
に
考
え
る
中
で
、
助

言
・
指
導
を
行
い
、
特
別
支
援
教

育
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。

委
員　
予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー
の

利
用
者
は
５
６
６
４
人
で
、
一
人

あ
た
り
２
６
５
０
円
掛
か
っ
て
い

る
。
利
用
年
代
層
は
。
利
用
者
増

の
対
策
は
。

生
活
環
境
課
長　
登
録
者
は
１
１

７
２
人
で
、
２
７
２
人
が
利
用
し

て
い
る
。
80
歳
以
上
が
約
51
㌫
、

委
員　
寄
附
件
数
が
多
い
の
は
良

い
が
、
品
切
れ
が
目
立
つ
の
で
は
。

地
方
創
生
推
進
監　
４
月
か
ら
た

く
さ
ん
の
寄
附
申
し
込
み
が
あ
っ

た
の
で
、
果
物
は
早
い
段
階
で
品

切
れ
に
な
っ
て
い
る
。
数
量
に
対

し
て
は
、
確
保
で
き
る
安
全
な
数

量
の
範
囲
内
で
事
業
者
と
相
談
し

て
い
る
。

委
員　
返
礼
品
の
根
付
駒
の
発
送

が
４
カ
月
遅
れ
て
い
る
。
希
望
者

は
ど
れ
く
ら
い
か
。

地
方
創
生
推
進
監　
全
寄
附
者
の

７
割
が
根
付
駒
を
希
望
し
て
い
る
。

委
員　
現
在
の
根
付
駒
の
発
送
対

応
は
。

地
方
創
生
推
進
監　
今
年
度
は
業

者
を
追
加
し
て
い
る
が
発
注
数
量

が
か
な
り
多
い
た
め
、
製
作
に
時

間
が
か
か
っ
て
い
る
。
完
成
後
、

順
次
寄
附
者
に
発
送
し
て
い
る
。

委
員　
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
養
成
研
修
会
の
内
容
は
。

学
校
教
育
課
長　
こ
れ
ま
で
初
級

決算特別委員会
　平成2６年度一般会計決算をはじめ、８件の特別会
計決算のほか、水道事業会計、公共下水道事業会計、
市民病院事業会計等の計1３件が提出され、決算特別
委員会に付託されました。審査の主なものは次のと
おりです。

一般会計を含む１３件を認定

す
こ
や
か
ス
ク
ー
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

ふ
る
さ
と
納
税

出
前
レ
コ
ー
ド
サ
ロ
ン

予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー
の

利
用
減
に
対
す
る
対
策

▲天童中部公民館での出前レコードコンサート風景
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接
し
て
い
る
方
の
協
力
な
し
で
は

処
分
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
状
況

に
応
じ
て
協
力
を
お
願
い
し
て
い

く
。

委
員　
天
童
南
駅
の
利
用
者
数
は
。

都
市
計
画
課
長　
一
日
の
平
均
利

用
客
は
８
３
０
人
で
あ
る
。

委
員　
駅
前
広
場
の
工
事
が
進
ん

で
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
進
捗

状
況
は
。

都
市
計
画
課
長　
地
権
者
と
仮
換

地
に
つ
い
て
同
意
を
得
て
い
る
が
、

市
で
も
支
援
し
な
が
ら
組
合
で
移

転
交
渉
を
進
め
て
い
る
。

委
員　
対
象
事
業
が
限
ら
れ
て
い

る
。
事
業
参
加
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
も
実
施
し
た
よ
う
だ
が
、

今
後
事
業
を
広
げ
な
い
の
か
。

健
康
課
長　
事
業
初
年
度
で
あ
り
、

参
加
者
を
確
定
す
る
た
め
、
対
象

事
業
を
絞
っ
て
い
た
。
自
分
で
健

康
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
人
も
い

る
が
、
行
っ
て
い
な
い
人
へ
の
動

機
づ
け
の
た
め
に
よ
り
多
く
の
対

象
事
業
を
設
定
し
、
事
業
期
間
延

長
を
含
め
拡
大
し
て
い
く
。

委
員　
企
業
に
対
す
る
受
動
喫
煙

防
止
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
目

的
と
今
後
の
活
用
は
。

健
康
課
長　
法
整
備
が
行
わ
れ
、

受
動
喫
煙
防
止
対
策
を
行
っ
て
い

る
企
業
も
あ
る
が
、
ま
だ
対
策
を

行
っ
て
い
な
い
企
業
も
あ
る
の
で
、

企
業
と
連
携
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

配
布
等
や
地
域
い
き
い
き
講
座
も

活
用
し
て
い
き
た
い
。

委
員　
平
成
26
年
度
は
山
形
Ｄ
Ｃ

（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
）、
東
北
六
魂
祭
と
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
た
が
、
本
市

の
状
況
は
。

商
工
観
光
課
長　
宿
泊
客
数
は
減

少
し
て
お
り
、
日
帰
り
客
に
つ
い

て
は
微
増
で
あ
っ
た
。
ト
ー
タ
ル

す
る
と
微
増
の
状
況
で
あ
る
。

委
員　
昨
年
夏
の
降
ひ
ょ
う
被
害

の
状
況
は
。

農
林
課
長　
天
童
市
内
の
被
害
額

は
約
10
億
円
で
あ
る
。
運
転
資
金

の
申
し
込
み
は
66
件
、
約
１
億
２

９
０
０
万
円
で
あ
っ
た
。
利
子
補

給
額
は
４
万
３
０
０
０
円
。

委
員　
ま
だ
処
分
さ
れ
て
い
な
い

保
留
地
は
、
隣
接
し
て
い
る
方
々

に
協
力
を
い
た
だ
か
な
い
と
処
分

が
進
ま
な
い
の
で
は
な
い
の
か
。

都
市
計
画
課
長　
付
保
留
地
は
隣

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
「
Ｔ
ｅ
ｎ
ｄ
ｏ
す
こ
や
か

Ｍｙ
進
事
業
」
59
万
２
０
０
０
円
の
内
容

受
動
喫
煙
防
止
対
策
事
業

25
万
２
０
０
０
円
の
内
容

観
光
誘
客
事
業

農
作
物
の
降
ひ
ょ
う
被
害

鍬
ノ
町
土
地
区
画

整
理
事
業

芳
賀
地
区
整
備
事
業

歳入総額
26,226,994千円
（１００％）

市税収入総額
7,719,272千円
（１００％）

市税
29.4％

地方交付税
15.8％市債

13.8％

国庫支出金
11.0％

諸収入5.8％

県支出金
6.4％

繰入金6.4％

地方消費税交付金2.7％
繰越金3.0％

その他2.7％

寄付金3.0％

市民税
39.0％

固定資産税
44.2％

軽自動車税2.0％

市たばこ税6.5％
入湯税0.6％

都市計画税6.4％ 滞納繰越分1.3％

人件費
14.4％

扶助費
14.1％

公債費
7.9％

投資的経費
25.3％

繰出金
7.8％

物件費
11.1％

積立金1.3％

貸付金4.9％

維持補修費
2.1％

補助費等
10.2％

投資及び
出資金0.9％

普通会計歳入歳出決算

※普通会計は、総務省で定める基準により作成される
　会計で、一般会計のほか、用地買収、鍬ノ町、市民
　墓地の各特別会計を合算したもの。

歳出総額
23,302,836千円
（１００％）

義
務
的
経
費

会　　計　　名 歳　入 歳　出
一 　 般 　 会 　 計 26,171,156 24,957,746

特　
　
別　
　
会　
　
計

国 民 健 康 保 険 6,672,162 6,668,326
用 地 買 収 3,177 0
財 産 区 16,742 16,148
鍬ノ町土地区画整理事業 111,610 111,610
介 護 保 険 4,803,073 4,693,161
市 民 墓 地 6,906 2,238
後 期 高 齢 者 医 療 600,228 585,777
工業団地整備事業 1,338,384 1,334,734

計 13,552,282 13,411,994
合　　　　　計 39,723,438 38,369,740

平成26年度　各会計の決算額

水道事業会計　　　　当年度純利益 １０４，４９2千円
市民病院事業会計　　当年度純損失 48,669千円
公共下水道事業会計　当年度純利益 60,074千円

（単位：千円）
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●
９
月
の
市
議
選
後
、
広
報
委

員
会
委
員
も
一
新
し
ま
し
た
。

●
改
選
期
と
２
年
ご
と
の
構
成

替
え
の
時
期
は
、
11
月
の
議
会

だ
よ
り
は
途
中
で
広
報
委
員
が

入
れ
替
え
と
な
る
た
め
、
今
号

の
最
終
仕
上
げ
は
、
新
人
議
員

５
名
が
新
た
に
加
わ
り
ま
し
た
。

●
こ
れ
ま
で
も
誰
も
が
読
み
や

す
い
、
分
か
り
や
す
い
市
議
会

だ
よ
り
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

●
新
戦
力
の
新
感
覚
を
活
か
し
、

さ
ら
に
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ

る
紙
面
づ
く
り
に
、
広
報
委
員

一
同
、
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

《
広
報
委
員
会
》

　
委
員
長　
伊
藤　
和
子

　
副
委
員
長　
狩
野　
佳
和

　
委　
　
員　
佐
藤　
俊
弥

　
　

〃　　
　
遠
藤　
喜
昭

　
　

〃　　
　
三
宅　
和
広

　
　

〃　　
　
笹
原　
隆
義

　
　

〃　　
　
熊
澤　
光
吏

編
集
後
記

　5月に開催された議会報告・意見交換会において、市民

の皆様から出された議会・議員に対する意見・要望等につ

いての、議会としての対応はただいま検討中です。

　また、市政に対する意見・要望等については、アンケー

トに記載されていた項目も含めて、全て市長に文書で伝え

るとともに、必要に応じて各常任委員会で調査し、次回の

議会報告・意見交換会で報告します。

　なお、次回の議会報告・意見交換会については、議員の

改選により新体制での開催を予定しています。日時等は調

整中ですので、ご理解方よろしくお願いします。

議会報告・意見交換会に関するお知らせ

　
市
議
会
９
月
定
例
会
の
一
般

質
問
を
傍
聴
し
ま
し
た
。
１
階

と
２
階
の
傍
聴
席
が
改
修
さ
れ

て
お
り
、
特
に
１
階
の
傍
聴
席

は
議
員
の
近
く
で
、
臨
場
感
が

あ
り
、
自
分
が
直
接
参
加
し
た

よ
う
な
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

執
行
部
側
と
議
員
側
に

緊
張
感
が
み
ら
れ
、
特

別
な
雰
囲
気
を
傍
聴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
と
か
く

問
題
が
あ
る
と
す
ぐ
に

市
役
所
に
お
願
い
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
諸
問
題
を
解
決
・
実
現
す

る
た
め
、
議
員
に
お
願
い
、
期

待
す
る
も
の
で
す
。
そ
れ
に
応

え
る
た
め
、
議
員
は
調
査
活
動

に
頑
張
っ
て
お
ら
れ
、
質
問
さ

れ
る
よ
う
で
す
。

　
当
日
も
日
頃
の
活
動
を
物
語

る
質
問
が
多
く
出
さ
れ
、
地
域

の
声
を
聴
き
、
実
現
す
べ
く
努

力
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
り
、

有
権
者
と
し
て
非
常
に
嬉
し
く

思
い
ま
し
た
。
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
、
天
童
と
河
北
を

結
ぶ
東
西
線
の
整
備
、
田
井
橋

再
架
の
早
期
実
現
、
い
じ
め
問

題
な
ど
の
質
疑
に
つ
い
て
、
執

行
部
よ
り
議
員
へ
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。
す
ぐ
に
解
決
で
き

る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
何
回

も
議
論
さ
れ
て
実
現
す
る
も
の

だ
と
、
傍
聴
し
て
つ
く

づ
く
感
じ
ま
し
た
。

　
市
民
が
議
会
を
傍
聴

し
、
諸
問
題
に
参
画
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
食
材
・
伝

統
食
・
伝
統
芸
能
と
い

う
伝
統
文
化
、
地
域
活

性
化
な
ど
、
市
民
が
地
域
の
魅

力
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
、

少
な
く
と
も
地
方
創
生
に
繋
が

る
と
思
い
ま
す
。

　
自
治
体
の
施
策
を
熱
心
に
発

表
、
発
信
し
、
一
生
懸
命
頑

張
っ
て
い
る
議
員
と
政
治
が
身

近
な
も
の
だ
と
実
感
し
た
時
、

議
会
の
傍
聴
に
関
心
が
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

國井　信吉（69歳・小関）

市民参画で
身近な議会

12月定例会の日程 （予定）

12月４日(金) 本会議（初日）
　　８日(火) 本会議（一般質問）
　　９日(水) 本会議（一般質問）
　　10日(木) 常任委員会
　　11日(金) 常任委員会
　　14日(月) 予算特別委員会
　　15日(火) 予算特別委員会
　　18日(金) 本会議（最終日）

※請願の締め切りは、 11月26日(木)
　正午までの予定です。
※日程は変更になる場合がありま

す。詳しくは議会事務局までお
問い合わせください。


